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６．研究内容（１）

リスク管理対象
物質の絞り込み

水環境中の
化学物質実
態　及び
挙動把握

化学物質の環境中での存在量・挙動の解明

PRTRデータ取りまとめ

例）A川流域

A川D下水処理場

D下水
処理場

△ｔ／年ノニルフェノールC工場

A川○ｔ／年ノニルフェノールB工場

放流先排出量化学物質名
事業所等

名称

A川D下水処理場

D下水
処理場

△ｔ／年ノニルフェノールC工場

A川○ｔ／年ノニルフェノールB工場

放流先排出量化学物質名
事業所等

名称

河川、下水道における実態調査

A川

環境中での
質変換の検討

　ノニルフェノール
エトキシレート

ノニルフェノキシ酢
酸類

　

ノニルフェノール

… ノニルフェノール

×○㎏

ノニルフェノキシ

酢酸類

□○㎏…

ノニル

　フェノール

　○△㎏

　

…

ノニルフェノール

○○㎏

ノニルフェノール

　エトキシレート

○△㎏…

対象
物質
の抽出

都市

… …
…

…

…
… …

…

… …
…

…

…
… …

…

下水処理場

ノニルフェノール

○㎏…

ノニルフェノール

△㎏…

ノニルフェノール

××㎏

ノニルフェノール

　エトキシレート

○×㎏

ノニルフェノキシ

酢酸類

△△㎏

工場

工場

化学物質の河川中存在量・挙動の解明

１５年度調査範囲
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金属・無機物 亜鉛及びその化合物
亜鉛の水溶性化合物
亜鉛（全亜鉛）
鉛
砒素
ﾏﾝｶﾞﾝ及びその化合物
ﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝ
ニッケル
アンチモン
銅及びその化合物
ｸﾛﾑ及び三価ｸﾛﾑ化合物
ウラン
フッ素
ホウ素
フッ化水素及びその水溶性塩
ホウ素及びその化合物

農薬 ﾌｪﾆﾄﾛﾁｵﾝ(MEP)
ｲﾌﾟﾛﾍﾞﾝﾎｽ(IBP)
ﾄﾘｸﾛﾛｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ

化学工業 キレート ｴﾁﾚﾝｼﾞｱﾐﾝ四酢酸(EDTA)
ﾆﾄﾘﾛ三酢酸

可塑剤 1-ｵｸﾀﾉｰﾙ
1-ﾃﾞｼﾙｱﾙｺｰﾙ
1-ﾉﾅﾉｰﾙ

樹脂原料 ﾌｪﾉｰﾙ
ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙA
二硫化炭素
ε-ｶﾌﾟﾛﾗｸﾀﾑ
ｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙ

界面活性剤 ﾎﾟﾘ(ｵｷｼｴﾁﾚﾝ)ﾉﾆﾙﾌｪﾆﾙｴｰﾃﾙ
N,N-ｼﾞﾒﾁﾙﾎﾙﾑｱﾐﾄﾞ
ﾎﾟﾘ(ｵｷｼｴﾁﾚﾝ)=ｱﾙｷﾙｴｰﾃﾙ

消毒副生成物 ｸﾛﾛﾎﾙﾑ
ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ

環境ホルモン 17βｴｽﾄﾗｼﾞｵｰﾙ
エストロン
ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ
ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙｴﾄｷｼﾚｰﾄ
ﾉﾆﾙﾌｪﾉｷｼ酢酸

調査対象化学物質の抽出

○環境基準
　－健康項目
　－要監視項目
　－要調査項目

　　　河川において基準超過または検出率
　　　の高い物質

　－水生生物に関する項目
　　（平成15年度から制定）
　　　環境基準として設定された項目
　　　要監視項目として設定された物質
　　　当面監視を継続する物質

○平成13年度PRTR
　－公共用水域への排出量が多い物質
　－下水道から公共用水域への排出量が
　　多い物質　

○内分泌かく乱物質
　－ノニルフェノール、女性ホルモン類
　　　下水処理水中のエストロゲン活性が
　　　高い物質

9
1km

市街地

下水処理場
工業排水処理場

工業団地

モデル流域　１

　　採水・流量観測箇所

　　化学物質排出源　　

一般廃棄物処理場

環境ホルモン

17βエストラジオール
エストロン

？

工業団地

亜鉛の水溶性化合物

銅水溶性塩（錯塩を除く 。）
ふっ化水素及びその水溶性塩
ほう素及びその化合物

マンガン及びそ の化合物
ふっ化水素及びその水溶性塩

銅水溶性塩（錯塩を除く 。）
ふっ化水素及びその水溶性塩

銅水溶性塩（錯塩を除く 。）

ホルムアルデヒド

ポリ（オキシエチレン）＝
アルキルエーテル

ニッケル化合物
モリブデン及びその化合物

PRTR届出対象化学物質
健康項目対象物質
水生生物に関する項目対象物質

？

排出源からの化学物質
排出量データ

河川水中の化学物質量
実態調査

挙動解析
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下水処理場
工業排水処理場

工業団地

化学物質の挙動把握

　　採水・流量観測箇所

　　化学物質排出源　　一般廃棄物処理場

工業団地

①有機系化合物

(1) PRTR排出量届出のない物質の検出
EDTA, エチレングリコール, 1-オクタノール, 1-ノナノール, ニトリロ三酢酸, クロロホルム, 二硫化炭素

→PRTR排出対象外事業所や、ノンポイント由来の流入の可能性

Y1a

Y2b
Y1b
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有機化学物質（グループA：難揮発・難吸着）
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ｴﾁﾚﾝｼﾞｱﾐﾝ四酢酸（EDTA）
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有機化学物質（グループC：易揮発・難吸着）
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有機化学物質（グループF：不明）
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下水処理場
工業排水処理場

工業団地

化学物質の挙動把握

　　採水・流量観測箇所

　　化学物質排出源　　一般廃棄物処理場

工業団地

②無機系化合物

(1)特定の排出源からの寄与が大きい物質

ニッケル, 銅, クロム, フッ化水素

・ニッケル、銅、クロム→流下過程で底質へ蓄積の可能性

Y1a

Y2b
Y1b

Y3a Y3b

無機化学物質（グループＧ1：無機物）
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0.12

Y1a Y2b Y1a+Y2b Y1b Y3a Y3b

亜
鉛
、
フ
ッ
素
、
ニ
ッ
ケ
ル
 (
g/
s)

0
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0.009
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0
.1
×
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ニッケル

フッ素

銅及びその化合物

クロム及び3価クロム化合
物

銅水溶性塩（錯塩を除く 。）
ふっ化水素及びその水溶性塩

ふっ化水素及びその水溶性塩

銅水溶性塩（錯塩を除く 。）
ふっ化水素及びその水溶性塩

銅水溶性塩（錯塩を除く 。）

ニッケル化合物
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化学物質の挙動把握 ①有機系化合物

(2) PRTR排出量届出のある物質の検出
ポリオキシレン型非イオン界面活性剤

　　工業団地・下水道未整備区域での存在量が、下流の下水道整備区域に比べ多い。

→PRTR排出事業所からの排水や、家庭雑排水の流入の可能性
　　　

下水処理場
工業排水処理場

工業団地

　　採水・流量観測箇所

　　化学物質排出源　　一般廃棄物処理場

工業団地

ポリ（オキシエチレン）＝
アルキルエーテル

有機化学物質（グループE：物質群）
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剤

CODcr
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Y1a
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下水道未整備区域

下水道整備区域
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下水処理場
工業排水処理場

工業団地

化学物質の挙動把握

　　採水・流量観測箇所

　　化学物質排出源　　一般廃棄物処理場

工業団地

②無機系化合物

(2)排出源が特定できない物質

マンガン,ほう素, 亜鉛砒素　（亜鉛・ほう素：排出量報告ない流域でも検出）
→PRTR排出事業所からの排水や、家庭雑排水の流入の可能性

Y1a

Y2b
Y1b

Y3a Y3b

無機化学物質（グループＧ2：無機物）
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マンガン及びその化合物

ホウ素

亜鉛及び亜鉛の水溶性化合物

砒素

亜鉛の水溶性化合物

ほう素及びその化合物
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化学物質の挙動把握 ③環境ホルモン

下水処理場
工業排水処理場

工業団地

　　採水・流量観測箇所

　　化学物質排出源　　
一般廃棄物処理場

工業団地

Y1a

Y2b
Y1b

Y3a Y3b

・ノニルフェノールはほとんど検出されなかったが、その前駆物質である
ノニルフェノールエトキシレート（工業用界面活性剤の原料）、ノニルフェノキシ酢酸が検出
→前駆物質からノニルフェノールへの質変換、底質への蓄積については今後の課題
・17βエストラジオール（し尿等に含まれる女性ホルモン）はほとんど検出されなかったが、
その代謝物であるエストロンが検出（特に下水道未整備区域）
→17βエストラジオールからエストロンへの質変換、家庭雑排水の影響については今後の課題

有機化学物質（女性ホルモン類）
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ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙｴﾄｷｼﾚｰﾄ(n=3)

ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙｴﾄｷｼﾚｰﾄ(n=2)

ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙｴﾄｷｼﾚｰﾄ(n=1)

ノニルフェノール

SS

CODcr
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６．研究内容（２）

・関係者の要求する情報レベル、情報の内容、
　表現のわかりやすさ等の特性・要求を把握
・化学物質の挙動を示すモデルを組み込んだ
　ＧＩＳマップ上に、現状や対策実施の効果を表示

タナゴのふ化への影響
高度な浄水
処理が必要
な地域

現状の表示、施策効果の予測

工場

危険物
通過地帯

下水処理場

化学物質動態マップのイメージ

化学物質管理情報システム

地域住民
事業者

行政関係者
農林水産業者
ＮＰＯ等

・情報公開
・環境リスクの評価
・化学物質の自主的　
管理の指導等

リスクコミニュケーションの
推進

信頼関係
の醸成

廃棄物処分場

メダカのメス化

河川、
下水道
管理者

リスクコミュニケーションツールの構築
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水質汚濁防止協議会
（国土交通省、県、地元市町、警察、消防組合等）

オイルフェンスの訓練オイルフェンスの訓練水質事故連絡体制の確保水質事故連絡体制の確保

定期的な水質モニタリング

重金属、ダイオキシンなど

国土交通省の水質管理に対する取り組み

これまでの関係者間の水質問題に関するコミニュケーション事例の研究による
問題点の把握

リスクコミュニケーションの問題点把握　

17

リスク
対応方針

リスク特定

リスク
分析

リスク評価

リスク対策

現在どのように
管理しているか

情報の公開の仕方

どのように発覚したか

問題が起こった経緯
（事故原因）

（事故のプロセス）

付近住民に対する
報告、対応の仕方

住民の対応について考慮しているか

汚染した物質の
種類・特性

事故前、事故後の管理体制
（個別の体制）
（個別の対策等）

事故前 事故発生
将来想定
される事故

事故
収束後

事故の規模

事故の発生確率

予見性（予見されていたか、
想定外か）

事故時（問題期間）
の管理状況

リスク・
コミュニ
ケーショ ン

事故・被害の内容

過去の事故の事例
リスク管理の事

例

リスク管理

事故内容

事故原因
プロセス

事故の規模

事故の
発生確率

災害時の対応方法

汚染物質の
種類・特性

事故時の対応
方針

リスク管理・対応方針
行政のリスクマネジメント（事故即応体制のプロジェクトチーム）構築

事故の即時情報公開が重要となる（リスクコミュニケーションにも係る）

ソフト、ハード両面からの再発防止策の検討

化学物質を生成させない、流出させない対策

（工場運転等の）管理体制の見直し

リスク特定
原因不明の際の対応は、非常に広範囲にならざるを得ない。

魚類監視装置（バイオモニタリングの可能性）

事故時の即時対応

リスク分析・評価
突発的な事故からの化学物質流出時の注意点

　→事故対応マニュアルの重要性とその活用

　→事故時の対応（対応すべき人間が事故の被害者の場合）

　　　→漏出物質の確認に手間取り、対応の遅れが生じる場合がある。

リスク対策
企業独自の環境行動計画に基づく環境調査

リスクコミュニケーション
事故時の即時対応、再発防止策の表明

周辺住民への説明会、要請対応、見学会の実施

住民の情報入手経路の検討（主にテレビだが、ラジオや口コミによる
情報伝達も重要な要素となっている。

各事例から得られた重要なポイント各事例から得られた重要なポイント

図：事例調査・情報整理の枠組み

化学物質事故に関する過去の事例を調査し、
リスクコミニュケーションの際の問題点を
調査している。

リスクコミュニケーションの問題点把握　
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リスク・コミュニケーション 
 
 

 
 

 
  

 
 
 
 
 

 
 

平成１５年度 平成１６年度 平成１７年度 
基本設計 モデル地域データ実装 模擬/公開実験・評価

履歴・現況：情報提供、意見・提案
対策：シミュレーション 
結果の公開・比較評価 

対策案１ 

対策案２ 
審査・分類の上、GIS、掲示板へ 

システムの構成 

GISを用いたリスクコミュニケーションツールの開発
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７．今後の計画

①河川中化学物質リスク
挙動推定モデル提案

(1)環境中の化学物質リスクの実態把握
に関する研究

(2)関係者とのリスクコミュニケーショ ン
に関する研究

②現場条件を考慮した
研究課題の抽出

③化学物質の総合的評
価技術確立のための必
要な科学的知見の提示

①関係者の特性把握
に関する研究

②化学物質リスク動態マッ
プの作成

・化学物質リスク動態
マップと河川化学物質
リスクデータベースを
試験公開、関係者の意
見を踏まえた改良

15
年

度

16
年

度

17
年

度

・モデル流域選定
・実態調査により環境
中化学物質存在量把握

・抽出された化学物質
の環境中挙動把握
・PRTR排出量データ
との関係分析

・化学物質挙動推定モ
デル試作
・他流域への適用によ
るモデルキャリブレー
ション

・実態調査での検出状
況及び既往知見に基づ
き、対象化学物質を抽
出

・水質事故における
関係者のリスク認知
特性の分析

・内外の化学物質に関
する最新の知見整理

・内外の水質事故事
例の調査・分析

・化学物質リスク動態
マップに載せる情報内
容の検討

・人・動植物へのリス
クと対処方策に関する
河川化学物質リスクデー
タベース作成

③リスクコミュニケーショ
ン技術の評価

・GIS上で運営する化
学物質リスク動態マッ
プの試作

・動態マップ等の情
報提供による関係者
のリスク認知向上効
果の検証

リスクコミュニケーション社会実験の試行リスクコミュニケーション社会実験の試行
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８．将来の展開

廃棄物処分場 工場
下水処理場

危険物通過地帯

河　川

既存の科学的知見の集積
事例調査・分析

　⇒現場におけるリスク管理に
　　必要な知見の抽出
　　・化学物質群の抽出

　　・暴露経路（水、大気、土
　　　壌・地下水など）の解明
　　・リスクに敏感な野生生物
　　　種の抽出
　　・発生源の特性把握
　　　等　

①化学物質リスクの総合的
　管理技術に関する研究

②総合的リスク管理の
　運営手法に関する研究

利害関係者の特性・要求を把握
ＧＩＳマップ上に分かりやすく表示
　化学物質排出源とそれらからの排出特性
　生態系や野生動植物、人等への環境リスク

下水処理場

工場

廃棄物
処分場

危険物
通過地帯

化学物質リスク
総合管理のための
技術・知識の体系化

水質汚濁防止協議会等による
・情報公開
・環境リスクの評価
・化学物質の自主的管理の指導等

化学物質の排出

事故による

化学物質の流入

化学物質の環境中での存在量・挙動
を解明し、予測モデルを開発　

　⇒ヒトへの影響等の評価への活用、
対策の優先づけが可能に

表層からの流入

※化学物質の・・・

地下水からの流入

表層水の流入

地下水を介した流入
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